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研究要旨

研究目的
HIV 感染症の治療における近年の目覚ましい進

歩で HIV 感染症は慢性感染症としてウイルスを抑
制し、AIDS の発症を抑制できる出来る時代となっ
た。しかし、未だ体内からのウイルスの排除は困難
で生涯治療費も高額（生涯で約 1 〜 2 億円）であり
感染者および国に与える影響は未だに軽視できない。
エイズ動向委員会の報告によれば、わが国の年間新
規 HIV 感染者および新規 AIDS 患者の報告数は合わ
せて、2007 年以降、およそ 1500 件台で推移してお
り、横ばい傾向にある。同様に、年間の新規 HIV 感
染者報告数と新規 AIDS 患者報告数の合計数に占め
る AIDS 患者の割合（いわゆる、いきなりエイズ率）
も約 3 割で、横ばい傾向で推移している。過去約 30
年間、一次予防・二次予防に関する様々な普及啓発
が行われてきたものの、感染防止・早期発見いずれ
の側面においても、この横ばい傾向を打開する事が
必要であり、そのための、有効な普及啓発手法の開

発の必要性が指摘されている。
本研究では、HIV 感染リスクが高く HIV 検査へ

の関心を持ちながらも顕在化しにくいターゲット層
に対して、ソーシャルマーケティング手法、およ
び、デジタルマーケティング（検索キーワード等に
よって特定したターゲット特性に即した有効なメッ
セージでアプローチする手法）で、今年度は、昨年
度、リーチ数が多かった Twitter を利用して、昨年
度に実施した大阪地区に加え、東京都および愛知県
の Twitter 利用者の中の対象者の HIV 感染への理解
および検査の受検（予約）行動の促進効果を検証する。

方法　　
昨年度までに実施してきた大阪地区での Web 検

査予約システムおよび SNS（Twitter）を利用した
HIV 検査の認知拡大並びに検査予約システムの活用
の全国展開として、Web 検査予約システム運用で実
績がある東京都および愛知県で実施するため、Web
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検査予約システムへタグを設置し、Web サイトへ訪
れたユーザーへ広告の配信を行う。

メッセージの発信のプロセスとしては、web マー
ケティングで頻用される AISAS（attention-interest-
search-action-share）に沿って設計した。

全体像としては、既存の検査センターの Web 検
査予約ホームページ（HP）で実際に予約に至るまで

に、（1）これまでの調査で明らかになった、ターゲッ
ト層である MSM の日常のコミニュケーションツー
ルである twitter を用いて、web 広告として制作し
たメッセージを自動的にバナー広告を発信した。

昨年度までの経過を図 1 に示す。
今年度のデジタルマーケティング手法を持ちた啓

発手法のポイントを図 2 に示す。
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概略図を図 3 に示す。
また、具体的なシステムを図 4 に示す。

結果
Web 検査予約システムおよび SNS（Twitter）を

利用した HIV 検査の認知拡大並びに検査予約シス
テムの活用の全国展開として、Web 検査予約システ
ム運用で実績がある東京都および愛知県で実施する
ため、Web 検査予約システムへタグを設置し、Web
サイトへ訪れたユーザーへ広告の配信を行うために、

システム改修の協力承認を得て、令和元年 12 月から
の広告発信および Twitter での情報発信、検査受検
勧奨を行い、効果測定（広告や情報発信の到達人数
など）の準備を進めていたが、本情報発信の方法の
ひとつである cookie 情報の利活用についての調整が
予定した準備期間内には困難であることが判明した。
そこで、従来、進めてきた大阪地区の Twitter 利用
者のハンドルおよびキーワードでゲイまたは関連す
る興味を有する利用者向けにバナー広告を行った（図
5）。 
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「ターゲティング要素」に関連するキーワードを含
むツイートをしたひとにバナー広告を発信している。
要素としてそれぞれグループ分けがされており、例
えば「ゲイ」の要素内には、「ゲイ」「カミングアウト」

「ハッテン場」などのキーワード 50 〜 60 種が含まれ
ている。それらのキーワードをツイートしたユーザー
を対象としてバナー広告を表示している。

デジタル経路での経路図と測定ポイントを図 6 に
示す。

本研究班から発信した Twitter のサイトの広告
がメッセージが表示された回数は、2019/12/27 〜
2020/1/13 で 1,696,904 件でに達した。そのフォロー
ワーは HIV 感染に関してハイリスクグループと考え
られる対象者であることも推定された。またそのう
ち、HIV の検査に関する方法等のより詳しい情報へ
のリンクのクリック累計は、5,678 件に達した。

実際の結果を図 7 に示す。
また、ターゲティング要素による効果を図8に示す。
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考 察　　
得られたデータの解釈：

コンバージョン率について、一昨年度、昨年度と
比較し、さらに 0.2%ほどの低下（直線的な低下）が
あるのは、同じひとに届いて斬新性がないこと、期
間によっても配信効果は変動があり、特にセンシティ
ブな内容になるため世間の情勢によっての変化もあ
りうる。

CTR が 0.33％あるということは、新規または関心
層が少なくはないと考えられる。また、配信ユーザー
を増やす事で新規のユーザーへ認知 / 行動をさせる
ことが上がる可能性がある。今後、可能な展開とし
ては、現時点で可能であれば、リテンション広告の
実施が可能である。具体的には、広告を見たユーザー
が、クリックし施設一覧ページまで見ているが施設
への予約をしていない方を対象にした人への広告を
実施することが可能である。それにより、興味を持っ
ているにも関わらず、予約までは至っていないので、
再度広告を表示する事で、新規のユーザーよりも施
設予約 / 訪問につながることが考えられる。

結 論　
ソーシャルマーケティング手法に基づき、検討・

開発を行った HIV 感染のハイリスクグループに対す
る啓発メッセージを web マーケティング、特に研究
班として Twitter を立ち上げ、実際に運用を開始し、
検査に関する情報発信の成果を確認することができ
た。一方、これまでの cookie 情報を用いた展開につ
いては新たな手法の確立を進めていく必要がある。
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